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	歌謡曲から読み解く
	ジェンダー
	～昭和から令和へ～
	イーブンライフin川越2026

	2026   12   5
	年          月     日(土)
	問合せ：TEL　049-224-5723　　　　


	イーブンライフin川越とは
	一人ひとりが生き生きと暮らせる男女共同参画社会を実現するためには、男女の固定的役割分担意識や慣行が是正され、社会のあらゆる分野へ誰もが平等に参画することが必要です。
	イーブンライフin川越は、「人権週間」（12月4日～10日）、「人権デー」（12月10日）にちなみ、川越市と川越市女性団体連絡協議会が共同で開催しています。


	プログラム（予定）
	　13:00　 開会・挨拶　
	　13:10　 第１部：講演会　
	　14:30　 〈休憩〉(15分)
	　14:45　 第２部：ミニコンサート
	川越地区消防音楽隊

	　15:30    閉会

	会場案内
	■JR川越線南古谷駅から徒歩６分
	▶講師紹介
	舌津 智之（ぜっつ ともゆき） 氏
	立教大学文学部教授
	名古屋市出身、1964年生まれ。
	東京大学文学部英文科卒業、同大学院修士課程、テキサス大学オースティン校博士課程修了。専攻はアメリカ文学、日米大衆文化、ジェンダー批評。
	音楽関連の著書に
	『どうにもとまらない歌謡曲－七〇年代のジェンダー』（ちくま文庫、2022年）、
	『ブルースに囚われて－アメリカのルーツ音楽を探る』（信山社、共著、2002年）など。

	▶川越地区消防音楽隊
	儀式、式典及び各種諸行事に参加し、演奏によりその意義を高めるとともに市町民との融和を図り、消防業務の推進に寄与することを任務として活動している。
	隊員は消防職員・消防団員総勢３８名から構成され、隊員の多くは、楽器経験がなかったものの、火災、救急、救助業務などをしながら、日々の演奏訓練に励んでいる。主な活動としては、地域の演奏会をはじめ、各種イベントなどで演奏活動を実施している。

	▶川越市女性団体連絡協議会
	私たち川越市女性団体連絡協議会は1998年に設立され、今年で29年を迎えました。現在活動する20団体が加盟しています。当会は各団体が相互に情報を交換し協力しあうことにより、誰もが住みやすい男女共同参画社会を実現するために活動することを目的としています。



